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y rearranging characters in R






hich has been cut and pasted 
into som
e parts in recent album
 style, and restoring to the original stone m
onum
ent style, it is able to clarify the parts of reserve, lost, and 
correction in the recent style. B
y this operation, it is attem
pted to com
prehend the content of this epitaph and have a new





























とどまり、また字形の様式美を分析すること 書法解明にとどまるものが多く、いささか停滞 感をぬぐえないも があった。本稿では、
―　　―13








探訪」 二十一 （ 『玄筆』 二〇〇六年十二月
　






































介される多くは、いま我が国の三井記念美術館所蔵本のもので、清朝の碩学であ 翁方綱が貞観の原石拓本と審定したものである。　『孔子廟堂碑』 における書美は、 円満で平穏な美である。 『孔子廟堂碑』と、よく比較対照されるものに欧陽詢『九成宮醴泉銘』がある 欧陽詢の書法は、謹厳で荘重な美である。一見すると虞世南の書は女性的で、欧陽詢の書は男性的ともいわれるが、この短句では両者 内在する美の深層を到底言いあてるものではない。筆者は過去に 『臨書探訪』
（注１・１）と題して日中の百人の能書家による古典臨書について執筆したが、ついに『孔子廟堂碑』の臨書に巡り逢うことはなかった。こ
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世南の書は見えないところ 剛と柔を秘めている。欧陽詢の書は見えるところに筆力と構造がある。人 あるべき姿は、その能力 うぬぼれない である。この点によって虞書を上等とする。……と述べられてい 。　
張懐瓘は生卒不詳の人物であるが、その官歴によって玄宗から代宗




































































































































て、幽界にあっても太宗の近侍とされた。注２・１、虞世南の伝記は、 『旧唐書』 （巻七二） ・ 『新唐書』 （巻一〇二）の虞世




注２・３、徐陵（５０７―５８３） 、 朝の梁・陳の文人。文章に優 庾信












とよばれるもので、唐碑最旧拓本と考えられている。この考えを確定したのは、清朝中期に活躍した翁方綱（１７３３―１８１８）である。翁方綱は、 復刻本として当時いっぱんに伝わっていた陝西本 （注３・２）と城武本（注３・３） を比較検討して、 唐 からの直接の拓本であり、さらに建立された当初の碑からの最初拓と審定した 翁方綱は、四度にわたり詳細な研究を試みてい 。最初の研究は翁方綱七十五歳（１８０７）のときで三十日を費やして熱中専心したもので、七十九歳・八十一歳・八十二歳のときにも考証をくわえ いる。 文二千十七字のすべてを精査して、このうち唐 つまり原碑拓は千四百四十六字とし、ほかは陝西本旧拓による補欠または描摸（加筆による作字）という見極めをした。　
これに加えて翁方綱自身が重要であるとした指摘がある、それは陝






















































































































ら十七行目と十八行目上部までの欠字の箇所、この二箇所は原碑の損傷ではないと判断される。文字が連続して傷をうけることは、何らかの理由 原碑に刻された文章が削られた でなければ ありえないことだからである。筆者（遠藤）は、これらは剪装本に仕立てられたのち、ページごと脱落したのではと推測する。剪装本は紙と糊で貼り合わせて作られているので年月を経て古くなるとページ途中でばらばらになってしまうことは、格別に珍しいこ ではない　
二十五行目から二十九行目にかけての下部にまとまってある欠字は、










のことで、李 によって碑額の加筆がおこなわれ文章が追刻された。李旦が安国相王となったのは七〇五年 ら七一〇年の いだのことで、虞世南が六三八年に亡くなっ のち七十 ほどのち ことであ た。さらに翁方綱によれば、一行目の孔子廟堂碑
44444
についても追刻としてい















って欠字の箇所をあわせると、二十四行から 九 に原碑の損傷があ たこと（第三点） 。　
同三十行目から最終の三 四 の連続した欠字はページ 脱落と
考えられるが、わずかに 文字が残さ ているので原碑が おきく損なわれていた可能性もあること（第四点） 。　
復元本『孔子廟堂碑』において欠字箇所と補筆箇所を除い 、残さ
れている文字には損傷が少ないことが判明した くに原碑の二十四行から二十九行目の下部を除い 部分 、 十行目から最終行までを除いては痛みが大変少ないものであった （第五点） 。
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このうち第一点に指摘した、剪装本に仕立てられたのちページごと
脱落したと推測できたことは、とくに従来の研究が文字ごとの検討に終始して言及の無いことで、本研究が始めて指摘したものである。また第二点から第五点は些事になるが、従来の研究において説明のないことであり、具体的に指摘を加えたことは本稿 成果である。図版資料『書道全集』７
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